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本論文は 4 章から成る。第 l 章では，赤核細胞に対するアミノ酸の効果が述べられる。赤核細胞より
細胞内記録を行うと，局所的刺激によって興奮性後シナプス電位及び抑制性後シナプス電位が記録され
たD これらの電位は生体内で記録される電位と同様なものであり，赤核の切片は十分に有用であること

















ム (TEA) を外液に加え脱分極させると， TTXIr.よって消失しないゆっくりとした活動電位が生じ，
これは Co2+ あるいはMn2+ によって消失した。後過分極電位のうち速い成分は TEA によって消失し，遅
い成分はCo2+ あるいはMn2+ によって消失した どちらの成分も外液のK+濃度に依存した。膜電位を過
分極させると，時間依存性の内向き整流が生じた。これはCs+ によって抑制されたが， Ba2~ TTX , TEA 
あるし、は Co2+ によっては抑制されなかった。以上の結果から 赤核細胞には膜電位依存性Na+ コンダク
ダンス，膜電位依存性Ca2+ コンダクタンス，膜電位依存性K+ コンダクタンス， Ca+ によって活性化される
K+ コンダクタンス，及びhコンダクタンスが存在することが結論された。
論文の審査結果の要旨




















した。すなわち， Na+ コンダクタンス， Ca2+ コンダクダンス，膜電位依存性K+ コンダクタンス， Ca2-t 
によって活性化される K+ コンダクタンス，およびh コンダクタンスである。乙の結果は，膜のイオンコ
ンダクタンスの性質に新知見を加えたのみでなく，赤核をモデノレとする脳の可塑性の研究に重要な基礎
的データを提供したものである。よって本論文を博士論文として価値あるものと認める。
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